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ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時

間
外
労
働
時
間
が
２
０
２

４
年
４
月
か
ら
大
き
く
制

限
さ
れ
る
。こ
れ
に
伴
い
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を
中
心
と
す
る
物
流

事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
農
林
水
産
業
・
製
造

業
・
卸
売
業
・
小
売
業
な
ど
の
荷
主
企
業
に

も
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
」（
以
下
、「
２
０
２
４
年
問
題
」）で
あ
る
。

　

22
年
９
月
よ
り
、
経
済
産
業
省
・
国
土
交

通
省・農
林
水
産
省
が
事
務
局
を
務
め
る「
持

続
可
能
な
物
流
の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
」

が
開
催
さ
れ
、
業
界
や
官
庁
の
垣
根
を
越
え

て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
23
年

10
月
に
は
「
物
流
革
新
緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
公
表
、
鉄
道
（
コ
ン
テ
ナ
貨
物
）
と
内
航

船
（
フ
ェ
リ
ー
・
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
〈
※
１
〉
な

ど
）の
輸
送
量
を
今
後
10
年
程
度
で
倍
増
し
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
か
ら
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推

進
を
支
援
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
正
当
な
運
賃
・
料
金
収
受
の

た
め
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に
基
づ
く
標

準
的
な
運
賃
に
物
価
動
向
を
反
映
す
る
こ
と

等
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
２
月
に
は
「
物
流
総
合
効

率
化
法
（
物
効
法
）」
の
改
正
案
で
あ
る
「
流

通
業
務
総
合
効
率
化
法
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

「物流の2024年問題」に向けた対策は進められているが、ドライバーの負担は軽減されているのか

B
LO

O
M

B
ER

G C
R

E
ATIVE

/G
ET

T
YIM

A
G

ES

文・田阪幹雄  Mikio Tasaka

NX総合研究所リサーチフェロー

WEDGE  REPORT

「2024年問題」いよいよ本格化へ
日本の物流はどうなる？
トラックドライバーの残業規制の強化がこの4月に施行され、いよいよ「物流2024年問題」が本格化する。
しかし、現場からは具体的な取り組みは見えず、日本の流通はクラッシュするかもしれない。
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一
口
噛
む
と
、
ご
ま
油
で
炒

め
た
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し

た
レ
タ
ス
が
小
気
味
よ
く

響
く
。
小
誌
記
者
が
頂
い

た
静
岡
県
袋
井
市
の
学
校
給
食
に
は
、
袋
井

市
内
の
農
作
物
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い

て
お
い
し
く
、
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
だ
。

「
ミ
ル
メ
ー
ク
が
出
た
」、「
ヨ
ー
ク
と
い
う

の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
あ
っ
た
」
│
。
学
校

給
食
の
話
題
は
大
人
同
士
で
も
思
い
出
話
と

し
て
盛
り
上
が
る
こ
と
が
多
い
。
文
部
科
学

省
に
よ
る
令
和
３
年
度
学
校
給
食
実
施
状
況

等
調
査
で
は
、
国
公
私
立
学
校
に
お
け
る
学

校
給
食
の
実
施
率
は
95
・
６
%
に
上
る
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
学
校
給
食

の
歴
史
は
古
い
。
１
８
８
９
年
に
山
形
県
鶴

岡
町
（
現
・
鶴
岡
市
）
の
小
学
校
で
、
生
活

が
苦
し
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
無
償
で
昼

食
を
用
意
し
た
こ
と
が
そ
の
始
ま
り
と
さ
れ

る
。
そ
の
後
各
地
に
広
が
り
、
１
９
５
４
年

に
学
校
給
食
法
が
成
立
。
長
期
に
わ
た
り
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
続
け
て
き
た
。

　

そ
ん
な
学
校
給
食
が
い
ま
、〝
静
か
な
危

機
〞
に
直
面
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
に
よ
る
物
価
高
の
影
響
で
、
学
校

給
食
の
中
身
に
変
化
が
見
ら
れ
る
か
ら
だ
。

「
物
価
高
で
真
っ
先
に
削
ら
れ
る
の
が
デ
ザ

ー
ト
。
お
か
ず
は
少
し
小
さ
な
魚
に
変
更
す

成長に必要な栄養を含むという
点で、学校給食は単なる昼食と
は異なる

文・編集部（野口千里)

K
YO

D
O

N
EW

S

WEDGE  REPORT

学校給食の〝静かな危機〟
子どもたちの食の体験を守れ
当たり前のように存在する学校給食だが、水面下で問題が生じていることをご存知だろうか。
今こそ「原点」に立ち返り、大人だけではない、子どもにとっての政策を考えるべきだ。

教育を
考える

education



22

の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
日
本
人
の
総

人
口
は
１
億
２
２
４
２
万
３
０
３
８
人
。

減
少
幅
は
過
去
最
大
の
前
年
比
80
万
５
２

３
人
（
０
・
65
％
）
減
と
な
り
、
14
年
連

続
で
前
年
を
下
回
っ
た
。

　

40
年
に
は
65
歳
以
上
の
人
口
が
全
人
口

の
約
35
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

特
に
地
方
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な
る
人
口

減
少
・
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

元
日
に
は
、
能
登
半
島
で
大
き
な
地
震

が
起
き
た
。
能
登
半
島
も
高
齢
化
の
進
む

過
疎
地
域
で
あ
る
。
震
災
は
地
域
の
抱
え

て
い
た
課
題
を
急
速
に
露
呈
さ
せ
る
。
本

格
的
人
口
減
少
下
に
入
っ
た
わ
が
国
で
、

令
和
型
の
震
災
復
興
の
あ
り
方
は
ど
う
あ

る
べ
き
な
の
か
。
今
後
、
国
民
的
な
議
論

も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

目
下
、「
昭
和
型
」
イ
ン
フ
ラ
の
維
持・

更
新
や
過
疎
化
が
進
む
医
療
の
確
保
、
そ

し
て
、
地
域
再
生
は
大
き
な
課
題
だ
。

　

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
半
世
紀
。
人
口

減
少
や
財
政
難
、
激
甚
化
す
る
災
害
な
ど

に
直
面
す
る
令
和
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
「
昭
和
型
」
シ
ス
テ
ム
を
維
持

都
道
府
県
で
人
口
が
減
少

│
。
昨
年
７
月
の
総
務

省
に
よ
る
発
表
に
衝
撃
が

走
っ
た
。
昨
年
１
月
時
点

全

DULYANUT SWDP/GETTYIMAGES

小さくても生きられる
社会をつくる

Wedge Special Report

「令和型」地域再生の最前線
文・林 直樹、小谷みどり、橋本淳司、水代 優、
饗庭 伸、編集部（梶田美有、仲上龍馬、友森敏雄）
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し
続
け
る
こ
と
は
も
は
や
限
界
で
あ
る
。

　

で
は
、「
令
和
型
」
に
ふ
さ
わ
し
い
あ

り
方
と
は
何
か

│
。
そ
の
ヒ
ン
ト
を
探

る
べ
く
、小
誌
取
材
班
は
岩
手
、神
奈
川
、

岐
阜
、
三
重
、
滋
賀
、
島
根
、
熊
本
の
７

県
を
訪
ね
、
先
駆
者
た
ち
の
取
り
組
み
を

取
材
し
、「
小
さ
く
て
も
生
き
ら
れ
る
社

会
」
を
実
現
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
必
要
な
の
か
を
探
っ
た
。

地
元
の
価
値
は
地
元
が
決
め
る

「
地
元
で
暮
ら
せ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
の
幸
せ
な
の
で
す
」（
島
根
県
美

郷
町
美
郷
バ
レ
ー
課
長
・
安
田
亮
さ
ん
）

「
人
が
減
る
の
は
仕
方
が
な
い
。
で
も
、

僕
は
こ
の
島
か
ら
逃
げ
ま
せ
ん
」（
熊
本

県
戸
馳
島
の
農
家
・
宮
川
将
人
さ
ん
）

「
私
は
『
そ
こ
に
住
む
理
由
の
あ
る
人
』

を
救
い
た
い
の
で
す
」（
三
重
県
志
摩
市

の
志
摩
市
民
病
院
・
江
角
悠
太
医
師
）

　

取
材
中
、
本
気
で
地
域
再
生
に
取
り
組

む
人
々
の
こ
う
し
た
言
葉
に
何
度
も
胸
を

打
た
れ
た
。

　

地
域
に
根
を
張
り
、
前
を
向
い
て
、
力

強
く
生
き
る
彼
ら
の
姿
か
ら
、「
小
さ
く

て
も
生
き
ら
れ
る
社
会
」
は
必
ず
つ
く
れ

る
と
い
う
一
筋
の
光
を
見
た
気
が
し
た
。

　

こ
れ
は
そ
の
記
録
で
あ
る
。
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し
い
も
の
が
あ
る
。
山
間
地
域
を
車
で
走
れ

ば
、空
き
家
、廃
屋
、放
棄
さ
れ
た
耕
地
（
写

真
・
１
）
が
い
く
ら
で
も
目
に
と
ま
る
。
河

川
区
域
は
さ
て
お
き
、
平
ら
な
場
所
が
雑
草

で
深
く
覆
わ
れ
て
い
た
ら
、
十
中
八
九
、
放

棄
さ
れ
た
耕
地
と
考
え
て
よ
い
。

　

で
は
、国
勢
調
査
の
人
口
、常
住
人
口
（
常

に
住
ん
で
い
る
人
の
人
口
）
が
ゼ
ロ
に
な
っ

た
集
落
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の

問
い
へ
の
答
え
を
起
点
と
し
て
、「
活
性
化

に
よ
る
常
住
人
口
の
維
持
が
難
し
い
集
落

（
常
住
人
口
あ
り
）」
の
長
期
的
な
生
き
残
り

策
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

厳
し
い
過
疎
地
の
維
持
を
考
え
る
上
で
避

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
財
政
の
問
題
」
に

つ
い
て
も
言
及
す
る
。

々
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
く
こ
と
も
あ
る
が
、
過

疎
化
が
進
む
山
間
地
域
の

現
状
に
は
依
然
と
し
て
厳

時
1972年生まれ。京都大学大学院農学
研究科博士後期課程修了、博士（農
学）。東京大学大学院農学生命科学
研究科・特任准教授などを経て現在
に至る。専門は農村計画学。主な著
書に『撤退と再興の農村戦略』（学
芸出版社・2024年・単著）、『撤退の
農村計画』（同・10年・編著）など。

文・林 直樹
Naoki Hayashi

金沢大学人間社会研究域
地域創造学系 准教授

地域活性化による人口の維持が難しい集落はどうしても存在する。
しかし、縮小は必ずしもマイナスではないという発想の転換も必要だ。
こうした集落の長期的な生き残り策について考える。

無住集落に学ぶ「撤退」戦略
再興を意識した前向きな「縮小」1

part



30

月
29
日
現
在
）。
水
道
事
業
者
は
施
設
や
管

路
の
耐
震
化
を
進
め
て
き
た
が
、
道
半
ば
と

言
え
る
。

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓

に
「
地
震
に
強
い
水
道
づ
く
り
」
を
検
討
し

た
厚
生
省
（
当
時
）
水
道
耐
震
化
検
討
委
員

会
は
「
老
朽
化
し
た
水
道
管
を
向
こ
う
５
年

以
内
に
す
べ
て
耐
震
性
の
も
の
に
更
新
す

る
」
と
い
う
提
言
を
出
し
た
。
２
０
０
４
年

に
ま
と
め
ら
れ
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
は

「
浄
水
場
、
配
水
池
な
ど
の
基
幹
施
設
、
基

幹
管
路
の
耐
震
化
率
を
１
０
０
％
に
す
る
」

と
あ
る
。

　

30
年
に
わ
た
る
号
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
の
基
幹
管
路
の
耐
震
適
合
率
は
41
・
２

％
（
厚
生
労
働
省
「
水
道
事
業
に
お
け
る
耐

震
化
の
状
況
〈
２
０
２
１
年
度
〉）
に
と
ど

ま
る
。
こ
の
数
字
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
１
位

の
神
奈
川
県
は
73
・
１
％
だ
が
、
最
下
位
の

高
知
県
は
23・２
％
と
50
％
の
開
き
が
あ
る
。

能
登
半
島
地
震
で
水
道
被
害
が
大
き
か
っ
た

石
川
県
は
36
・
８
％
で
、
や
は
り
全
国
平
均

よ
り
も
低
か
っ
た
。
さ
ら
に
耐
震
化
率
の
伸

び
は
20
年
か
ら
21
年
で
０
・
５
％
程
度
。
財

登
半
島
地
震
」
で
は
水
道

施
設
に
甚
大
な
被
害
が
あ

り
断
水
が
続
い
て
い
る

（
１
万
８
８
８
０
戸
／
２

「
能

1967年生まれ。水ジャーナリスト。
93年、アクアスフィア・水教育研究
所を設立。現在は武蔵野大学客員教
授、東京財団政策研究所「未来の水
ビジョン」プログラム研究主幹など
を兼務。

文・橋本淳司
Junji Hashimoto

水ジャーナリスト

全国で急速に老朽化が進む水道設備は〝孤独死〟寸前の状態にある。
昭和の時代に広げた〝大きな傘〟をいかに閉じ、差し替えるか。
地域の水道の将来像を今、考える必要がある。

日本の水道〝孤独死〟寸前
「昭和型システム」の転換を図れ2-1

part

約98％を誇る、日本の水道普及率。その維持にかかるコストも膨大だ
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患
者
の
手
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
な
が
ら
、
大

き
く
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
口
調
で
話
し
か
け

る
の
は
医
師
の
江
角
悠
太
氏
だ
。
三
重
県
志

摩
市
の
小
さ
な
港
町
に
あ
る
志
摩
市
民
病
院

の
前
院
長
で
あ
り
、
現
在
も
地
域
医
療
医
務

監
と
し
て
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

　

問
診
の
終
わ
り
に
「
も
う
い
つ
逝
っ
て
も

え
え
わ
」
と
冗
談
を
言
う
１
０
１
歳
の
鈴
木

は
つ
へ
さ
ん
に
対
し
、
江
角
氏
が
「
僕
が
い

た
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
長
生
き
し
ま
す
よ
」
と

返
す
と
そ
の
場
に
笑
い
声
が
響
い
た

│
。

　

志
摩
市
の
よ
う
に
、
地
方
の
中
で
も
「
へ

き
地
」
と
い
わ
れ
る
エ
リ
ア
の
医
療
を
と
り

ま
く
状
況
は
一
段
と
厳
し
い
。

　

そ
ん
な
中
、
東
京
都
出
身
の
江
角
氏
が
へ

き
地
医
療
に
従
事
す
る
決
定
的
な
き
っ
か
け

は
東
日
本
大
震
災
だ
っ
た
と
い
う
。
江
角
氏

は「
震
災
前
ま
で
は
、自
分
の
夢
で
あ
る『
世

界
平
和
』
と
、
自
分
の
選
ん
だ
『
医
師
』
と

い
う
仕
事
が
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
両
方
の
使
命
が
つ
な
が
っ
た
の
が
震
災

で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

江
角
氏
が
世
界
平
和
の
夢
を
描
い
た
の
は

18
歳
の
時
だ
。
通
っ
て
い
た
高
校
で
は
生
徒

つ
へ
さ
ん
が
作
っ
た
お
漬

物
、
病
院
で
大
人
気
だ
っ

た
っ
て
ね
。
今
度
は
僕
に

も
作
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
は

人口減少・高齢化に伴い医師不足が叫ばれる昨今、
過疎地域ではどのようにして医療を成り立たせているのか。
疾患の治療だけでなく、患者自身やその家族とも向き合う現場を取材した。

医師の数だけではない
地域医療を支える大切なもの

文／写真・編集部（梶田美有）

3
part

他愛ない話で談笑する鈴木はつへさんと江角医師
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特集  小さくても生きられる社会をつくる

れ
て
い
る
。
住
宅
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
被
害

額
は
石
川
、富
山
、新
潟
の
３
県
で
最
大
２
・

６
兆
円
に
も
な
る
と
み
ら
れ
、
こ
れ
は
熊
本

地
震
や
新
潟
県
中
越
地
震
に
匹
敵
す
る
規
模

で
あ
る
。
政
府
は
１
月
末
に
緊
急
に
取
り
組

む
べ
き
政
策
と
し
て
「
被
災
者
の
生
活
と
生

業
（
な
り
わ
い
）
支
援
の
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
を
ま
と
め
、
①
生
活
再
建
、
②
中
小
事

業
者
、
農
林
漁
業
者
、
観
光
業
な
ど
生
業
再

建
、
③
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

平
成
以
降
、
私
た
ち
は
大
き
な
災
害
を
経

験
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
教
訓
と
し
て
、
頻

繁
に
起
き
る
災
害
に
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
、
防
災
と
復
興
に
関
わ
る
法
制
度
は
常
に

更
新
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
蓄
積

さ
れ
て
き
た
。
特
に
能
登
半
島
は
２
０
０
７

年
の
大
き
な
地
震
災
害
か
ら
の
復
興
を
遂
げ

て
お
り
、
20
年
ご
ろ
か
ら
少
な
く
な
い
群
発

地
震
も
起
き
て
い
た
。
そ
の
経
験
と
危
機
感

を
踏
ま
え
た
備
え
は
十
分
に
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
筆
者
は
そ
う
認
識
し
て
い
た
が
、

想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
震
災
で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
か
ら
の
復
興
が
こ
れ
ま

月
１
日
、
能
登
半
島
を
大

規
模
な
地
震
が
襲
い
、
今

も
な
お
被
災
者
た
ち
は
避

難
所
で
の
生
活
を
強
い
ら

１

大規模な災害は地方が抱える課題の深刻化を加速度的に高める。
私たちは災害が起きたとき、何を優先して、
どのように「復興」を進めるべきなのか。

本格的人口減少下の日本
創造的復興に必要な視点5

part

1971年兵庫県生まれ。早稲田大学理
工学部建築学科、同大学院卒業。博
士（工学）。2007年より東京都立大
学都市環境学部准教授、17年より現
職。専門は都市計画・まちづくり。
著書に『都市の問診』（鹿島出版会）。

文・饗庭 伸
Shin Aiba

東京都立大学都市環境学部
都市政策科学科 教授

2016年の熊本地震で崩落した阿蘇大橋の一部は今もそのままだ
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主
主
義
は
最
悪
の
政
治
形

態
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で

試
さ
れ
て
き
た
民
主
主
義

以
外
の
全
て
の
政
治
形
態
を
除
け
ば
、だ
が
」

　

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
英
国
の
宰
相
、
ウ

ィ
ン
ス
ト
ン・チ
ャ
ー
チ
ル
の
こ
の
言
葉
は
、

逆
説
的
に
「
民
主
主
義
こ
そ
が
最
良
の
政
治

体
制
」
だ
と
訴
え
る
名
言
と
し
て
あ
ま
り
に

も
有
名
だ
。

　

だ
が
、
権
威
主
義
国
家
の
台
頭
も
あ
り
、

民
主
主
義
国
家
の
人
々
の
中
で
さ
え
、
こ
の

価
値
観
へ
の
評
価
が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
最
古
の
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
日

本
の
周
辺
に
は
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状

変
更
の
意
図
を
隠
し
す
ら
し
な
く
な
っ
た
ロ

シ
ア
や
中
国
、
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
の
発
射

実
験
で
国
連
決
議
を
平
然
と
な
き
も
の
に
す

る
北
朝
鮮
が
〝
隣
人
〞
と
し
て
居
座
る
。
軍

政
が
い
ま
だ
に
幅
を
利
か
せ
る
タ
イ
や
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
同
一
政
党
が
長
期
間
政
権
を
握
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、
権
威

主
義
体
制
の
国
は
数
多
く
存
在
す
る
。

　

現
代
の
独
裁
制
を
体
系
的
に
理
解
す
る
た

め
の
試
み
と
し
て
『
民
主
主
義
を
装
う
権
威

主
義
』（
千
倉
書
房
）
を
著
し
た
東
京
大
学

社
会
科
学
研
究
所
の
東
島
雅
昌
准
教
授
は
著

書
の
中
で
「
今
日
、
日
本
を
取
り
巻
く
地
域

は
、
世
界
で
独
裁
国
家
が
最
も
支
配
的
な
空

間
の
１
つ
と
さ
え
い
え
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

そ
れ
で
も
、
長
ら
く
民
主
主
義
の
恩
恵
を

当
然
の
も
の
と
し
て
享
受
し
て
き
た
日
本
人

が
、
自
国
の
政
治
・
選
挙
や
民
主
主
義
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
は
そ
う
多
く
な
い
。

　

今
年
は
世
界
で
60
を
超
え
る
国
政
選
挙
が

実
施
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
自
国

に
ベ
ク
ト
ル
を
向
け
、
民
主
主
義
を
守
る
こ

と
の
意
義
を
考
え
る
契
機
と
し
た
い
。

「
民

ELECTION

WEDGE SPECIAL

OPINION

２
０
２
４
年
は「
超
選
挙
イ
ヤ
ー
」

日
本
が
学
び
、
守
る
べ
き
こ
と
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０
２
４
年
は
世
界
の
多
く

の
国
で
国
政
に
関
す
る
選

挙
が
行
わ
れ
る
。
１
月
の

台
湾
総
統
選
、
３
月
の
ロ

シ
ア
大
統
領
選
、
そ
し
て
、
11
月
に
実
施
さ

れ
る
米
国
の
大
統
領
選
な
ど
、
世
界
的
に
注

目
を
集
め
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
ア
ジ
ア

で
も
、
２
月
に
行
わ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大

統
領
選
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
韓
国
で
国
会
議
員
の
選

挙
が
実
施
さ
れ
る
（
69
頁
図
）。

「
選
挙
イ
ヤ
ー
」
で
あ
る
今
年
、
注
視
さ
れ

て
い
る
の
は
、選
挙
介
入
を
目
的
と
し
た「
偽

情
報
」
問
題
で
あ
る
。
近
年
、
複
雑
化
す
る

国
際
情
勢
も
あ
い
ま
っ
て
、
選
挙
結
果
が
新

た
な
対
立
や
分
断
の
火
種
を
生
む
と
の
認
識

が
広
ま
り
、「
偽
情
報
」
に
世
界
の
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
昨
年
以
降
に
急
速
に
普
及
し
た
生

成
系
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
、
偽
の
動
画
や
画
像
を

作
成
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
簡
単
に
な
っ

た
。
こ
の
た
め
生
成
系
Ａ
Ｉ
で
作
成
さ
れ
た

偽
情
報
の
ま
ん
延
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
お

り
、
今
年
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ

Ｆ
）
の
主
要
テ
ー
マ
が
偽
情
報
に
な
っ
た
の

は
、
そ
の
証
左
で
あ
る
。
実
際
に
米
国
の
共

和
党
は
生
成
系
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た
バ
イ
デ
ン

政
権
批
判
の
動
画
を
公
開
し
て
お
り
、
論
議

を
呼
ん
で
い
る
。

「
偽
情
報
」
は
、
厳
密
に
い
え
ば
虚
偽
の
情

報
だ
け
を
指
す
わ
け
で
は
な
く
、
偽
造
さ
れ

た
情
報
、
誤
っ
て
い
る
情
報
、
事
実
で
は
あ

る
が
悪
意
を
も
っ
て
拡
散
さ
れ
る
情
報
な
ど

を
含
む
も
の
で
あ
り
、
あ
る
政
治
的
な
意
図

の
も
と
に
拡
散
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
前

は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
、
近
年
で
は
「
デ
ィ
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

偽
情
報
へ
の
対
策
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
日
本
で
は
、
言
語
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
複

雑
さ
な
ど
を
理
由
に
、
必
ず
し
も
重
視
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
経
済
の
停
滞
が

叫
ば
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
日
本
は
い
ま
だ

世
界
第
４
位
の
経
済
大
国
で
、
外
国
勢
力
に

よ
る
攻
撃
対
象
と
し
て
は
十
分
な
存
在
感
が

あ
る
。

　

実
際
に
、
国
論
を
二
分
し
得
る
と
さ
れ
る

沖
縄
県
知
事
選
に
お
い
て
は
、
過
去
に
も
両

陣
営
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
が
多
く
な
さ
れ

た
。
地
元
紙
の
琉
球
新
報
や
沖
縄
タ
イ
ム
ス

が
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
検
証
記
事

を
発
表
し
た
も
の
の
、
出
自
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

２

無限に広がるネット社会
偽情報から〝私たち〟の選挙を守れ

湯淺墾道 Harumichi Yuasa

明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科 教授

1970年生まれ。青山学院大学法学部卒、慶應義塾大学大学院法
学研究科博士課程退学。九州国際大学法学部教授、副学長を経て
2011年情報セキュリティ大学院大学教授。20年より副学長。21
年より現職。専門は選挙制度、情報法、サイバーセキュリティ法。
共著に『被災地から考える日本の選挙』（東北大学出版会）。

11月に実施される米大統領
選挙。米国の民意はどちらに
傾くのか、注目が集まる

選挙イヤーの今年は、「偽情報」に注目が集まる年でもある。
SNSやAIが隆盛する今こそ必要な「選挙セキュリティー」とは─。
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日
本
も
標
的
と
し
て
は
十
分

介
入
を
容
易
に
す
る
傾
向
と
は
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